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出生率上昇も､出生数は過去最少


～ 少子・高齢化の進展は社会の仕組みに大きな影響 ～





厚生労働省「平成25年 人口動態統計月報年計（概数）の概況」より
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厚生労働省の「平成25年人口動態統計月報年計（概数）の概況」によると、合計特殊出生率（1人の女性が生涯に生むとされる子供の数）は1.43で、前年の1.41を上回りました。　


昭和40年代は、第2次ベビーブーム期（昭和46～49年）を含めほぼ2.1台で推移し、昭和50年に2.00を下回ってからは低下傾向が続き、平成17年に過去最低の1.26になりました。平成18年は6年ぶりに上昇しその後平成20年まで連続で上昇、平成21年は前年同率でしたが、平成22年は再び上昇し、平成23年は前年同率、平成24年から2年連続で上昇しました。


一方、出生数は、平成25年は102万9,800人で、前年の103万7,231人　より7,431人減で、3年連続の減少でした。


出生数を母の年齢（5歳階級）別にみると、14歳以下及び20～34歳の各階級では前年より減少しましたが、15歳～19歳及び35歳以上の　　各階級では増加しました。


出生順位別にみると、平成25年は第1子、第2子、第3子以上すべてで減少しました。　


第1子出生時の母の平均年齢は　上昇傾向にあり、平成25年は30.4歳でした。


少子・高齢化は、社会の仕組みにも大きな影響を与えており、年金や介護、医療といった公的制度の改革も待ったなしの状況となっています。





－出生数および合計特殊出生率の年次推移－
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目的・目標額の設定が大切
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